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論 文 内 容 の 要 旨 
 社会科学の古典的主題である個人と社会の関係性に対し，本稿はその重要な媒介項，地理的想像力に着目し
新論点を加える。具体的には，近代日本の都市構想の事例から，空間改変に繋がる社会的価値の創出過程を解
明する。近年の人文地理学における地理学的知の認識論的反省が，結局，個人を階級やジェンダーに分解し空
間改変能力を研究者自身に帰してきた。本稿では，人格ある個人に立ち返り，地理的知に基づき目前にないも
のを創造する個人の地理的想像力を分析視点とする。また補助となる地理学的概念をいくつか定義し活用する。
近代日本社会では都市の役割が大きく，帝国主義国際秩序に脅かされ国民国家として再編された日本社会にと
って，その中核として人・資本・情報を集める大都市は社会再編の規範であった。戦時体制による画一的国民
社会への再編後は，地方都市が国民生活均質化への抵抗拠点になり得た。都市構想の主体は重い社会的意義を
担っていた。 
 第Ⅰ章では景観概念に基づき戦前期都市美観論の都市構想を分析する。都市美観論は都市景観を美から批評
しその維持改変を促す政治的議論である。都市美観論において，建築家は建築物を都市空間に繋ぎ留め，都市
行政は都市施設を都市の生活歴史自然に繋ぎ留め，都市美協会は都市の全事物を都市生活に繋ぎ留め，その調
和・規律を求めた。第Ⅱ章では場所概念に基づき倉敷の町並み保存活動を分析する。倉敷民藝館館長の外村吉
之介がその都市構想の主体となり，民藝理論に深く根ざした価値観から「庶民」の手になる伝統的古民家の構
成する都市景観を神聖視した。しかし彼の宗教的でストイックな視点は，住民の素直に受け容れられるものと
はならなかった。第Ⅲ章では空間と地理的スケールの概念に基づき戦前期大阪市の都市計画策定を分析する。
関一を中心に大阪市行政官は大都市成長健全化のために田園郊外構想を立て，内務省行政官は自給自足の共同
体倫理を強調し，計画策定で両者は衝突した。さらに大阪市会議員は農村部への大阪市拡張に抵抗した。大阪
市行政官のみが未来創造的な都市－農村関係を提起した。第Ⅳ章では建造環境概念に基づき街路照明の大阪市
設置過程を分析する。1910年代から街路照明は科学的価値を獲得し関東大震災後に急速に普及した。大阪市で
は大阪市行政官木津谷栄三郎が都市計画事業として導入したが，既存街路に設置できず，昭和天皇即位の記念
事業として住民に整備を託した。このため，街路照明は商売繁盛の装飾となり，天皇即位を祝う歓喜の装置と
なった。 
 以上の構想主体は，社会的に優勢な価値とは別の安定持続する価値を提出し，社会の柔軟性を高めたと言え
る。自らにユニークな地理的想像力を介して権力関係を相対化できるという本稿の知見は，ポストモダン的状
況の社会でも大いに参考できるとの帰結に至る。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、ある時代のある土地に生きたある個人が、自身の生活した環境との相互作用の中で醸成してきた
地理的想像力を駆使して、どのように新たな空間や景観の創造を構想したのかを、近代日本の都市空間の形成
と改変に関する４つの事例をもとに明らかにしようとしたものである。ここで言う地理的想像力geographical 
imaginationとは、地理的（空間的）知識を用いて、何か目前にない空間・景観等を構想する個人もしくは集
団の能力、human agencyを指す。この概念はもともとサウアーの景観論や戦後のライト、ローウェンサルによ
る常民の地理的知識への注目にその萌芽をもち、1980年代以降、ルフェーブル、ハーヴェイ、グレゴリーら社
会理論と地理学との深い結びつきを特徴とする思想の流れの中で発展してきた概念である。したがって本論文
は、具体的対象としては近代日本における都市計画、都市空間の形成に関する事例を取り扱っているが、同時
に最近の地理思想研究の成果を吸収し、現代の都市社会・文化地理学の方法論に一つの見方を提示しようとし
たものと認められる。 
 著者は序章でまず、地理的知は自然的な事実というよりは社会的構築物であるという立場を採用して本論文
の考察に着手することを宣言する。個人や集団の地理的想像力はかれら主体の選択する言説を参照して個々の
地理的知に形を与え、空間を改変・創造するための構想を具体化して行く。伝記等の史資料を発掘しながらこ
の社会的過程を追究することが著者の考察目標となる。 
 序章では考察の基礎を確かなものにすべく、現代地理学における重要概念である、「空間」、「地理的スケー
ル」、「場所」、「建造環境」、「景観」についての再定義を試みるが、この部分のまとめ方はそれぞれの概念の本
質をよく捉え表現も要を得て、著者の現代地理学理論に関する知識と論理的な思考能力の確かさを示している。 
 続く第Ⅰ章では日本の戦前期における都市美観論のなかに見られる都市創造の構想について考察する。都市
美観論は、建築家、都市行政、都市美協会の３つの主体を中心とするものに区分でき、そのそれぞれの特徴と
相互関係を明らかにする。この部分は 1908～45年までの発掘困難な関連雑誌等に丹念に目を通し、合計 285
本の論文を抽出してその著者の地位・職業等を調べ、上記の３主体別に分類するという労苦の成果が表れてい
て、これまでに類のない貴重な知見を得たものとして高く評価できる。この結果から都市美観論の見方の変化
をたどり、著者は、都市美観論が美によって強力に価値づけられた都市景観表象であった事を強調した後、語
り手が誰であれ都市美観を語るとき、主体の視界の中で建築物、都市施設、都市生活の内の語るべき対象が、
そこにあるさまざまな要素に、あるいは都市空間そのものに結びつけられるとする。そして何をどう結びつけ
るかを決定するのが、それぞれの社会的・時代的な価値によって方向づけられた主体の想像力であるとの帰結
を述べる。本章の考察は資料豊富で説得力があるが、付論の辻村太郎ら地理学における景観論に関して述べた
部分はいまだ考察半ばである。さらに材料を収集することによって、都市美観論の全体をとらえることができ、
本章の考察をより完全なものにし得ることが期待される。 
 第Ⅱ章は実業家大原氏の構想で有名な、倉敷の町並み保存活動にかかわった民藝運動家・外村吉之助の活動
を評価しようとしたものである。倉敷の伝統的建造物保存地区の中心に位置する旧町役場の西洋館の移転を強
く求めた外村の運動の中に、庶民の築き上げた民家群の美を神聖視しようとするかれの美観論の本質を見出し、
この個人の宗教的とも言える価値観ゆえに町並み保存運動が高揚するには至らなかった経緯が、伝記を含む克
明な資料発掘の積み重ねの中で明らかにされる。この考察の中ではある個人の地理的想像力に根ざした構想が、
周囲の人たちの美観論との干渉の中で推進できたり、挫折したりする経過が事実に即して解明されていて興味
深いが、そこでは同時に倉敷という場所のもつ力あるいは価値が、外村らの活動に何らかの影響を与えていた
ことが示唆されている。この部分の考察をより深めることで、地理的知が社会的構築物であると断ずる著者の
主張に違った角度からの見方、すなわち場所の自然的実体性という性質に対する考慮が必要であるとする認識
に至った可能性がある。 
 第Ⅲ章は1920年代大阪の都市構造を取り上げている。ハワードの田園都市論に基づいて都市郊外の開発を構
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想した関一ら市行政官僚、農村と地方行政支配の衰退を恐れこれに反対した内務省行政官、そして大阪市域の
農村部への拡大に抵抗した大阪市会議員らが、３つどもえで都市計画の遂行に関わりあった経緯を追究する。
そして結論として都市行政の合理化をはかり、大都市自治の拡大を目指すとともに、それを保障し具体的な都
市計画を激しい政治的な駆け引きの中で獲得していったことを評価し、近代日本における都市構想の中で、関
ら大阪市の都市計画の有する意義を主張している。本章の考察でも著者は多数の文献を渉猟し、具体的な歴史
の進展を叙述し、着実な実証を行っている。 
 第Ⅳ章では街路照明の発明とそれが大阪市に設置される過程に見られる都市構想を分析する。大阪市電気局
部長の木津谷栄三郎なる人物が発明されて間もない街路照明を導入しようとした際、法律の未整備により設置
が困難であったところ、昭和天皇の即位の記念事業として工事を進めることにより、設置を可能にした経緯が
明らかにされる。その結果は商業隆盛の装置となり、天皇即位を祝う歓喜の装置となったと評する。近代都市
大阪の建造環境が人々の実践の重なりの中で形成され活力ある大阪市が作り上げられていったことが生き生き
と語られる。 
 結論において著者は本稿で取り上げた有識者は特権を持ついわばエリートであることは認めつつ、庶民一人
一人も自らの地理的知と地理的想像力を駆使して建造環境創出にかかわる政治的権力に批判的に対抗できると
の見解を表明する。今後は実際に多様な集団の声を発掘して行く仕事が求められよう。 
 全体として本論文は、現代の地理学の論点を十分に理解しつつ、自らの関心領域である、日本の国民国家形
成期における都市構想の歴史的考察を行ったものであり、その資料発掘の努力とそこから得られた新たな知見
は従来の研究に見られなかったものといえる。また個人の地理的想像力なるものの都市創造に果たす役割につ
いての論述も、地理的想像力なる概念の定義が未だ学界でも定まっていない現状を考えれば、事例研究を伴っ
た一つの定義づけと解釈を提示したものとして評価され得よう。総じて本論文は相当量の文献を渉猟・読破の
上、歴史を再構成し、考え抜かれた思考を経て一定の帰結を得たという点で著者の優れた学的能力を十分に示
したものと認められる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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